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（論文審査の要旨）

論文題字l ：看護自Jjの専門級連携実践 (IPW）の必要性の認識と実践についての検討

ーより有効な専門職iili携教育（IPE）の在り方の構築を目的としてー

研究対象大学病院の看護師 2,625名を対象として 2012年に日本保健医療福祉連携教育学会において

湖訳された米凶の「専門職連携実践のためのコア・コンピテンシーjを基に作成した「価値観／倫理j

I役割／責任Jrコミュニケーションj Iチームワークj のカテゴリーからなる「チーム医療のコンビ

テンシー（38項目）Jに対する「認識j と「実践jの状況について、自記式アンケートで調査を行っ

ている。分析対象は 1791名（68.3%）左大きなデータでの解析左なっている。卒前に IPEを受けた

ものは 27.6%、現任Iドに！PEを受けたものは 15.4%で、卒111rに IPEを受けた看護師の年齢は有意に

低かった。チーム医療に対する I認識j は 79.5%で、 I実践j は 71.9%であり、「認識j ど「実践j

の比較では「実践jが布意に｛氏く、「認識j I実践j ともに本前および現任 IPEを受けた鮮で有怠に

出品、。

また、現任！PEを受けたものは卒前 IPEを受けたものに比較して「役害lj／責任jIコミュニケーションj

fチームワークjの I実践jに対する効果が高い結果を報告している。！PEの1丁われている割合は必

ずしも多くはないが、卒前 IPEはより若年者で普及しつつある傾向を示している。これらの分析結

果から、本前 IPEの促進左左もに、卒前 IPEでは、チーム医療に対する知識をより体験的に学ぶた

めの教育の重要性が、現任 IPE Pは、卒fjifIPEを基盤にチーム医療実践能力を深めるための具体的

な実践案を個々の臨床場面で学ぶための教育の重要性を示し、ノ作所Iから現任にかけて継続した専門

職連携教育の必要性を示した。

本論文l主解析の結果から、 zp前 IPEによるチーム医療意識の促進を示し、現任 IPEの継続に

より「役者｜／責任Jrコミュニケーションj Iチームワーク jの「実践j認識が高まる結果を示し、

IPE教育の有効十生を示すとともに、本研究は、チーム医療としての段階的・体系的学習法の開

発基捻左なる研究指標を得たものと評価される。

以上より、本論文は学術的価値があり、学位論文に値すると判断した。


